
 

日 時  令和６年３月１９日（火） 午後２時３０分から 

場 所  君津市松丘コミュニティセンター 大会議室  

 

 

 

 

１  開   会 

 

２  三橋委員長あいさつ 

 

３  石井館長あいさつ  

 

４  報   告 

（１）報告事項その１  各公民館事業の報告 

（２）報告事項その２  「令和８年実施 ２０歳のつどいにかかる懸案事項について」 

ご意見紹介 

 

５  協   議 

（１）協議事項その１   

      審議テーマ：「地域活性の拠点としての公民館運営・事業」の現状 について 

 ※令和６年度評価予定の各館モデル事業について各館協議  

  

６  そ の 他 

 

７  閉   会 





男
女
計
男
女
計

3 11 17 木
19：00
～

21：20

第３回実行委員会
　・写真フォルダの振り分け作業（PC）
　・恩師招待者の確認
　・案内状について
　・つどいの内容検討（ピアノ伴奏、役割分担等）

小櫃公民館
講義室

3

2 11 2 木
19：00
～

21：00

第２回実行委員会
　・つどい全体の流れ・映像について
　・恩師招待者の検討
　・記念品について
　・案内状について

3

小櫃公民館
講義室

3

1 10 22 土
10：00
～

11：30

第１回実行委員会
　・自己紹介
　・２０歳のつどいについて
　・今後の予定
　・つどいのイメージ作りとアイディア出し

小櫃公民館
講義室

プログラム

回 月 日 曜 時間 概要（内容、講師・協力者等） 備考（会場・他） 参加数

0 0 0 51 0 0 94

成果反省
課題等

【成果】
実行委員会の結成時期が昨年度よりも遅かったことや、多忙な実行委員の状況から活
動を絞って取り組んだが、会議以外の時間もLINEを活用し、各自が空いている時間を
活用して写真の収集や新成人への呼びかけなどに主体的に取り組む様子が見られた。
昨年取り組んだ「新成人の抱負」とスライドショーの演出をさらに改善し、スムーズ
かつ各自の夢や決意が語られる時間を生みだすことができ、成人の節目として相応し
い内容となった。
【課題】
実行委員を引き受けてくれる人が見つからず体制づくりの段階で困難が生じた。学生
にとっては実習期間であったり小櫃から離れて暮らしている人も多く、社会人も多忙
な労働環境のなかにあり、実行委員の成り手探しの難しさを今回感じた。来年度は8
月頃から該当者やその家族を通じて声掛けを行い、余裕をもって体制づくりに取り組
む必要がある。

0 0 0 0 32
41

0 0 53

参加状況
※年齢は
おおよそ

年齢 0～6 7～12 13～15 16～19 20～39 40～59 60～

実
数

0 0 0 0 0

周知方法等 広報きみつ・公民館だより等で周知。新成人者に個別通知。

合計
0 0

0 0 0 0 4 0
0 0

実施背景
目的

特記事項等

　人生の節目を迎える２０歳の青年の門出をともに祝い励ます行事を通じて、青年が
大人になった自覚を持つことのできる機会、並びに地域の人々との交流を深める機会
を提供し、もって青年教育の推進と地域の活性化を図る。

※令和４年４月の民法改正に伴う成人年齢の引き下げにより、「成人を祝う集い」を
　改め「２０歳（はたち）の集い」の名称として開催。
※生涯学習文化課予算から、通信費や報償費が配分される。

対象・定員等小櫃地区新成人・小櫃地区住民

支
出
概
要

青少年教育事業（報酬金29千
円、消耗品費16千円、通信運搬
費8千円）

※生涯学習文化課予算から報償
費、通信運搬費支出

0
0 0 4 0 0 4

0 4

延
べ

0 0 0 0 19 0 0

0

令和５年度事業報告書

年 3 月 2 日

担当者 會澤直也

機関名 小櫃公民館

事業名称
令和６年小櫃地区２０歳のつどい

作成日 令和 6

12時間20分（予算分類名） 青少年教育事業 全回数 7 回 総時間数



7 2 2 金
19：00
～

20：00

第６回実行委員会
　・記念品発送作業
　・会計報告
　・活動の振り返り(感想、次年度への改善点等)

小櫃公民館
講堂

4

小櫃公民館
講堂ほか

726 1 7 日
13：30
～

16：00

令和６年小櫃地区２０歳のつどい
　開会、国歌斉唱、市長ビデオメッセージ、
　来賓代表挨拶、来賓紹介、祝電披露、
　新成人企画「新成人の抱負」、
　恩師からのメッセージ、お礼の言葉、閉会
　(終了後、記念撮影)

　・新成人２９名（男性１７名、女性１２）
　・来賓１６名、主催者１名
　・家族２５名、ボランティア１名

5 1 5 金
19：00
～

20：30

第５回実行委員会（リハーサル）
　・パンフレットの封入作業・配架作業
　・スライドショー完成作業
　・シナリオをもとにリハーサル
　（当日手伝い者も同席）
　※会場設営は当日午後より職員で実施済み

小櫃公民館
講堂

6

小櫃公民館
講義室

34 12 14 木

19：00
～

20：30

第４回実行委員会
　・原稿依頼、ラジオ出演について
　・案内文書の発送状況
　・つどいの内容検討
　（会場配置、シナリオ、役割分担、
　　スライドショー作成）





男
女
計
男
女
計

久留里スポー
ツ広場

206 11 8 水
9:30
～

11:30

健康な体づくり
　～グラウンドゴルフに挑戦～
　講師：上総グランドゴルフ愛好会[代表 宗政亀吉 他１名]
（アンケート結果 満足１２名、やや満足３名、どちらとも
いえない１名）

5 10 12 木
9:30
～

11:30

健康づくりと健康の維持
　～介護予防教室　みんなで歩こう!! 9030 90歳で30分の歩行～
　講師：麻生拓馬氏[医療社団法人 君津あすなろクリニック
                   理学療法士]
（アンケート結果 満足１６名、やや満足１名）

上総公民館

21

上総公民館

174 9 14 木
10:00
～

11:30

人と心の豊かなふれあい
　～落語で学ぶ～
　講師：目黒屋さんま[若鍋和男氏]
（アンケート結果 満足１０名、やや満足４名）

3 8 9 水
9:30
～

11:30

健康づくりと健康の維持
　～成年後見制度と日常生活自立支援事業～
　講師：きみつ後見支援センターの職員
（アンケート結果 満足８名、やや満足３名）

上総公民館

12

2 7 11 火
8:30
～

15:45

移動学習
　～千葉県立現代産業科学館など～
　講師：千葉県立現代産業科学館の職員
（アンケート結果 満足１８名、やや満足５名）

21

上総公民館

24

1 6 8 木
9:30
～

11:30

開級式・オリエンテーション
　学習計画・運営確認、学級生紹介
健康な体づくり
　～ストレッチ・体操で健康増進～
　講師：鈴木まゆみ氏[君津市スポーツ推進員]
（アンケート結果 満足１５名、やや満足２名）

上総公民館

プログラム

回 月 日 曜 時間 概要（内容、講師・協力者等） 備考（会場・他） 参加数

0 0 0 0 0 160 160

成果
反省課題等

　健康をテーマに様々な講座を行い、予定どおり全１０回全て実施することが出来た。
課題としては、上総地区における急速な高齢化に伴い参加者の減少があげられる。より参加し
てもらいやすいプログラムの検討等が必要である。

0 0 0 0 0
18

0 142 142

参加状況
※年齢は
おおよそ

年齢 0～6 7～12 13～15 16～19 20～39 40～59 60～
実

数

0 0 0 0 0

周知方法等 自治会文書配布、前年度の班長を通じて募集
合計

0 3

0 0 0 0 0 0
0 0

実施背景
目的

特記事項等

　地域や家庭での役割を果たし、健康で生きがいのある生活のために共に学びふれあう場とす
る。高齢化率が50%(令和4年度末)を超えた上総地区において、60歳代以上の世代が地域の自治
会活動や産業等の中心的な担い手になっている。家庭では家事や介護等を担っている方も多
い。そこで健康でかつ地域でいきいきと暮らし続けられる地域づくりにつながるよう、学びの
場と交流の場を定期的に設ける。あわせて人と人のつながりを生み出し、高齢世代がより住み
やすい地域になることを目指していく。このほか主体的に関わる仕組みを作ることで、学級で
の学びが自分自身のものとなっていくよう工夫をしていく。

対象・定員等 上総地区在住の６０歳以上の男女　約４０名

支
出
概
要

課題解決学習推進事業
予算総額187千円
うち報償費33千円【執行額19,000
円】3

0 0 0 0 31 31
34 34

延

べ

0 0 0 0 0 0 18

0

年 2 月 29 日

担当者 森本　弘之

令和５ 年度事業報告書 機関名 上総公民館

事業名称
さわやか学級（高齢者学級）

作成日 令和 6

24時間15分（予算分類名） 課題解決学習推進事業 全回数 10 回 総時間数



上総公民館

010 3 1 水
9:30
～

11:30

健康な体づくり（予定）
　～ラジオ体操講座～
　講師：[スポーツ推進課職員]
閉級式
　１年間のまとめ、次年度に向けた話し合い

9 2 7 水
10:00
～

11:30

健康づくりと健康の維持
　～シニア世代の健康な食生活のヒント～
　講師：武田久美子主任管理栄養士[君津市健康子ども部健
康づくり課職員]
（アンケート結果 満足１２名、やや満足２名）

上総公民館

17

上総公民館

138 1 10 水
9:30
～

11:30

健康な体づくり
　～ボッチャに挑戦～
　講師：前田佳也氏[小糸レインボークラブ]
（アンケート結果 満足７名、やや満足２名）

7 12 6 水
9:30
～

11:30

小櫃公民館「ほほえみ学級」、上総公民館「さわやか学級」
交流会
　～学級対抗かるた大会～
　講師：布施慶子主査[久留里城址資料館学芸員]
（アンケート結果 満足９名、やや満足５名）

上総公民館

15



「 成人を 祝う 集い」 の時から 、 青年の門出を と も に祝い励ます行事を 地域の人々と の

交流を 深める 機会を も ちながら 、 対象者の主体性を 生かし て取り 組みを 進めてき た経緯

があり 、 上総地区では、 久留里地区、 松丘地区、 亀山地区での開催（ ※経緯については

下記参照） と なっ ている。 上総小櫃中学校区と なっ たこ と で、 小櫃地区も 加わり 4 地区

の統合開催について、 主役である 20 歳成人者にと っ て大人の自覚を 得る に相応し い形

態を 模索し ていく と 共に、 学校統合後間も ない現在の地域感情にも 配慮し ていく 必要が

ある 。  

 

※上総公民館開館（ 昭和 44 年） 以前は、 上総町で一つの会場で実施し 、 年度ごと に会 

場を持ちまわる 移動方式で実施し ていた。 公民館開館後は、 ホールにて成人を 祝う 集 

いを開催し てき た。  

 平成 16 年に亀山コ ミ セン が開館し たこ と に伴い、 アンケート を 実施し 地域開催を 検 

討するも こ の時点では上総公民館開催を 結論と し た。 その後、 再び中学校区単位での 

開催について教育委員会から の諮問を受け、 公運審で審議を 行ない、 平成 19 年度よ  

り 中学校単位で 3 地区開催と なっ て現在に至る 。  
 

※上総・ 小櫃エリ アでの開催の趣旨から 、 小櫃公民館、 松丘コ ミ セン 、 亀山コ ミ セン  

での開催は現実的ではないと 思われる 。  

 

  上総地域交流センタ ー 多目的ホールの場合： 送迎の降車場所や車での来場者の駐

車場を 意図的に会場から 少し 離れた場所に確保する こ と で、 華やかな若者たち の

姿を久留里の街の中で見るこ と ができ る よ う に演出し て街を賑やかし 、 併せて門

出を祝う 機運が高まればよいかなと 思う 。  

上総小櫃中学校 体育館の場合： ３ 学期当初の学校行事や休日であっ ても 生徒及び

職員への影響を 精査する必要がある と 思う 。 市教委が配慮を欠いた決定を し てし

まえば学校は従わざる を 得なく なっ てし まう 。 また、 来場する 車の誘導、 学校敷

地内と 周辺の警備などにも 慎重に対応する 必要が生じ るのではないか。  

  中学校区を 主に考える なら 、 統合し ている ため、「 学区内で実施でき る 施設は、 ど

こ があるか」 と いう 視点で考えては、 どう でし ょ う か。 成人の数、 来賓数、 駐車

場、 保護者は参加ですか？（ 木更津市は、 保護者の参加はあり ませんが） と いっ

１ 



たよう に会場のキャ パの問題が第一にく るかと 思います。 先日の会議や資料を 拝

見する と 、 ①君津文化ホール（ 中ホールでも 可能）、 ②上総小櫃中体育館の２ か所

がし かないのかなと 感じ ます。 資料の懸案事項にある よう に「 上総小櫃中で実施

すると 同窓会的雰囲気になり やすい」 と いう 意見はう なずけますが、 君津文化ホ

ールが難し いのなら 、 中学校の実施も 仕方がないかと 思います。 行政の施設で実

施する のが望まし いですが。 現時点では、 周東中学区は、 周東中体育館で実施す

る予定と 聞いています。  

  平成 16 年時のアンケート が誰を 対象と し たも のなのか？20 歳成人者であっ たなら

ば今回も アンケート を 実施し てみる のも 良いのではと 思う 。 寒い時期でも ある の

で空調設備のある上総地域交流セン タ ーが望まし いと 思う が、 駐車場スペースの

み心配。  

  収入人数、 駐車場問題から 上総小櫃中学校体育館が適し ている と 思われる 。 懸念

事項等については、 解決可能と 思われる 。  

  実行委員会と の話し 合いで決めてはどう でし ょ う か。 同窓会的雰囲気は仕方ない

と 思います。 懸念さ れる のは、 20 歳の当事者ではなく 、 一緒に参列（ 出席） する

方々のマナーではないでし ょ う か。  

  上総公民館の駐車場の問題はあり ますが、 収容人数に問題がなければ、 多目的ホ

ールと 中学校体育館の交互開催は可能でし ょ う か？ 

  20 歳のつどいのみなさ んの意見が重要であると 考えます。 駐車場を 考える と 、 中

学校になり ますね。  

  上総小櫃中学校体育館での開催で良いと 思います。  

理由： 上総地域交流センタ ー多目的ホールでの開催の場合、 お示し いただいたよ

う に、 懸念事項が多いと 思います。  

 

 

上総小櫃中学校区と し て、 地域選出は行わず、 手挙げ・ 一本釣り で組織する 。  

 

※上総地区では小学校統合のため久留里、 松丘、 亀山の地区選出は困難。 上総小と 小櫃 

小での選出について、 現に他地区の集い実行委員会（ 君津中学校区、 八重原中学校区 

や小糸地区） では、 小学校でバラ ンスを と っ ての組織化はし ていない。  

  例えば、中学生の頃に「１８歳で成人を迎え、その２年後２０歳になったらどのような大人

なっているのか、地域で共に育った仲間で集おう。」など『２０歳のつどい』に向けた筋書

きを伝えておかないと、いきなり実行委員を募集と聞かされても何をどうしてよいのか理

解できないのではないか。 

  実行委員会形式で実施するのであれば、地区選出、地域感情の配慮は不可能です。多

くの地域では、公民館の成人式担当者が中学校に連絡し、実行委員をやれそうな生徒

の氏名や連絡先を聞き、一本釣りで組織しているようです。学校側から紹介している生

徒は、全校生徒会や学年生徒会のメンバーが主で、中学校時代リーダーとして、活躍し

た生徒、またその資質がある生徒です。それらのメンバーは、当り前ですが地区割で生

2 

 



徒会メンバーを決めているわけではありませんので、地区感情の配慮は不可能となりま

す。  

学校から紹介された生徒の中には、地元に在住してないという理由で、実行委員を引

き受けられないと返答をする生徒が多いようですが、今は SN S やリモートがあるので、

地元にいなくても実行委員としての仕事は可能かと思います。（現にうちの子どもは引き

受けていました）リーダー性の情報は、中学校時代の担当教師の情報なので、中学校卒

業後に開花した生徒もいます。SN S で周りの友達の近況状況は逐一入るので、一本釣

りで断られても、その生徒に誰か紹介してもらって実行委員を組織しているのが現状か

と思います。 

  地域選出の必要はないと思う。「やってもいいよ」というメンバーでやるのが良いと思う。 

  意見なし 

  地域選出は行わなくても良いと思います。中学卒業時に、“2 0 歳のつどい”が予定され

ている事、実行委員を募る等、知らせておいてはどうでしょうか。 

  前回の会議の際、栗原校長先生がおっしゃっていましたが、小櫃公民館文化祭（→正しく

は「小櫃地区ふるさと祭り」）でソーランの参加者は地区関係なく参加したとのことなの

で、通っている子どもたちに地区地域などは関係なく、上総小櫃中学校の生徒としての

意識があるのだと思います。ですので、地域別の選出は必要ないと思います。 

  上総小櫃中学校区の中からでいいのでは？ 

  実行委員として参加しやすい方の中から選出し、組織する形で良いと思います。 

理由：学生の方、働いている方、子育てしている方等、様々だと思いますので、参加しや

すい方々で組織するほうが何かと決めやすいと思います。 

 参集範囲によっ て地域感情に配慮が可能だが、 人数が多く なるため現状の選出範囲 

よ り も 絞っ ていく 必要がある 。  

 

◆現状の参集範囲◆ 

・ 小 櫃 地 区 ： 地元市議、 自治会連協、 小櫃振興会、 社会教育委員、 公運審、  

       小櫃の元気なこ ども を育てる 会、 消防団（ 本部、 支団）、  

青少年相談員、 恩師 

・ 久留里地区： 県議、 地元市議、 自治会連協、 公運審、 青少年相談員、 恩師 

・ 松 丘 地 区 ： 地元市議、 自治会連協、 コ ミ ュ ニティ 活動推進委員会、 社会教育委員 

公運審、 青少年相談員、 恩師 

・ 亀 山 地 区 ： 地元市議、 自治会連協、 公運審、 青少年相談員、 恩師 

 

◆統合案◆ 

県議、 市議（ 6 名）、 自治会連協（ 小櫃地区、 上総地区）、 公運審（ 正・ 副委員長）  

社会教育委員（ 2 名）、 青少年相談員（ 小櫃地区、 上総地区）  

健全育成（ 小櫃地区、 上総地区） 計 17 名  

プラ ス恩師 ※恩師についても ある 程度人数制限を かけて、 その枠内で呼びたい先 

生を 実行委員に検討し ても ら う 必要がある 。  
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  「つどい」に参加する若者たちから見て、「つどい」に招く来賓との関係が理解できないと、

せっかくのメッセージをもらっても真の気持ちが若者たちに伝わらないと思う。生まれ育

った地元自治体（市）、選挙権を行使して選んだ議員（県・市）、お世話になった学校の恩

師、生まれ育った地域の自治会までが理解できる範囲ではないか。 

  「小中学校の卒業式とは、六か年、三か年の長きにわたり納税してくれた人に、その成長

を見せる場である。納税者が多額の税を納めてくれたおかげで、教師を雇い、校舎を維

持し、安価な負担で給食を提供することができた。だから、学校設置者の自治体の代表

者や地域住民代表者を招く。そして、成長した姿を見せて、学事（教育活動）の報告をす

る。それが卒業式の趣旨なのである。」を踏まえて成人式を考えると、地域感情への配慮

をしながらの来賓の招待は必要不可欠化と思います。基本、恩師の招待を含め、「総合

案」でよいかと思います。 

コロナを機に学校長を招待しない市が多くなってきたようです。〓上記の趣旨で既に

卒業式を終えていること。〓校長よりも上記の趣旨に沿った地域の方々が多くいること。

〓式を迎える成人は、校長が在籍していた生徒ではないことが多いこと。などが理由の

ようです。小糸中学区では、今の校長ではなく、当時の校長を恩師の一人として、招待し

ている年度もあったようです。 

  統合案で良いと思う( 市議も代表でも良いのでは) 。主役は新成人（2 0 歳）なので少なく

ても良いと思う。 

  統合案に賛成 

  統合案に同意します。 

  先日出席した 2 0 歳のつどいでも感じたのですが、参加する人、保護者も含め、やはり

恩師に会いたいと思っている人がほとんどだと感じました。地域に配慮も必要だと思いま

すが、1 人でも多くの恩師の方を招待できるようにしていただければと思います。特に上

総小学校は 3 地区が統合していますので、数年は恩師の数も多くなると思います。 

  統合案とします。 

  実行委員の中で話しあって決めていく方が良いと思います。 

理由：主役は 2 0 歳になる皆さんです。どんな形の式典にしたいのか、それによって決め

る方が良いと思います。個人的には、来賓ありきの式典決めになってしまうのは、いかが

なものかと思います。 

①事務担当→各公民館において 20 歳のつどいの担当者を 配置し 、 2 担当制と する 。  

②実行委員会組織化→各公民館エリ アに対し 実行委員募集と 呼びかけを 積極的に行う 。  

③実行委員会活動支援→上総地域交流センタ ーを会議拠点と し て活動し ていく 。  

※こ のほか、 会場準備や当日運営、 予算の確保等については両公民館で調整し ながら 進 

めていく 。  

 

  ２ ０ 歳の実行委員の立場になれば、 身近に相談役の事務担当が複数いた方がよ い

と 思う ので各館１ 名ずつ配置し て連携さ せ、 学校現場の経験を 持つ館長がいる の

であれば事務担当の相談役になっ ても ら えばよ いと 思う 。  
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  実行委員会組織で運営し ていく と すれば、 SNS やリ モート を 使いながら 、 行政側

の担当者が１ つの公民館に仕事が偏ら ないよう に組織でき ればと 思います。  

  上記（ 案） でいいと 思う  

  事務担当者会議の開催日の検討（ 駐車場等が狭く 停めら れない）  

  上記の案で差し 支えあり ませんが、 職員の負担になら ない様、 配慮し ていただき

たいです。  

  各公民館でお願いし たい。  

  実行委員会の皆さ んも 初めてのこ と も 多いと 思いますので、 各公民館に担当者を

配置し 、 進めていく 方が良いと 思います。  

 

 

 

  地域に生まれた子ども たちが成長し て大人になっ たこ と を 「 自覚し ても ら う 」「 祝

う 」 そし て「 地域社会が大人になっ た若者を 受け入れる」 と いう よう な本来の目

的を改めて整理し てみないと 、 実行委員会を どのよ う に組織し てどこ に置く のか

が見えてこ ない。 現行方式では、 本来の行事のあり 方を あいまいにし たまま「 対

象者の主体性を 生かす」 点が先走り し てし まっ ている 感がある 。  

  「 ～地域感情にも 配慮し ていく 必要がある 。」 と あり ますが、 先を 見据えて、 配慮

が必要な場面と 「 ただ学区の広い上総小櫃中学校である」 と いう 視点で考える 場

面と で分けないと 実施に困難を 生じ る可能性があると 思います。  

配慮する のであれば、 各４ 地区の公民館でさ さ やかながら 実施する のがいいか

と 思います。 懸案事項にある よ う に、 どこ で実施し ても 中学校区単位で実施すれ

ば、 他校の卒業生はいないので、 同窓会の雰囲気にはなり ます。  

木更津市は「 市内在住の成人」 と し て、 大き なく く り で、 アカ デミ アパーク で

実施し ています。 君津市でも 今後の少子化を 見据え、 市内一斉に実施する のがベ

スト と 感じ ています。 令和５ 年度市内中学生１ ７ ３ ４ 名、 単純に３ 分の１ にし て

も 学年５ ７ ８ 名。 君津文化ホールで余裕で実施でき る かと 思いますが・ ・ ・ し か

し 、 木更津市では、 多く の職員の方がいろ いろ な担当について大変そう でし た。

会場敷地内で酒盛り を し た瓶、 缶の回収、 暴走行為の通報、 駐車場から あふれる

ほどの車の誘導…今の生徒は、 それほどではないと 思いますが。  

  12 月 6 日会議は内容が盛り だく さ んすぎたと 思います。「 20 歳のつどい」 につい

ては意見交換し ながら 相談でき たら 良かっ たと 思います。  

  特に意見なし  

  今年度の“ 20 歳のつどい” に出席し 、 と ても 感動し まし た。 実行委員の進行はと

ても 良く スムーズで、 門出を 祝う 会に相応し く 、 20 歳の皆さ んを 温かく 見守るこ

と ができ まし た。 私立中学に進学し た方から 、 呼んで頂いて良かっ たと の声も 伺

いまし た。  

  実際に準備、 運営し てから 問題点が出てく ると 思いますが、 柔軟に対応し ていた

だき 、 より 良い 20 歳のつどいが実施さ れていければ良いと 思います。  

 

5 

 



 

小櫃公民館 

 

 「ちょボラの会」とは、〝ちょこっとボランティアの会〟の愛称で、

「W h a t y ou  can  d o ,  w h en  y ou  ca n ( ＝できることを、できるときに) 」を合言葉

に取り組むボランティア活動である。当館では、令和３年７月５日から令和５年７月４

日までの２年間、小櫃在住の高校生１名が、図書室の蔵書整理や特集本の選書、特

集コーナーづくりのほか、文化祭では芸能発表の司会を担当してくれた実績がある。

令和６年度は〝大人版ちょボラの会〟に取り組む。 

 

小櫃公民館の再整備計画にかかるアンケート【新たな公民館等に期

待することは何ですか？】で、最も多かった要望は、「用事がなくても憩い・くつろげる

環境の整備（3 2 . 1％) 」であった。ワークショップ( 令和５年度) においても、ロビーや図

書室を中心に、こどもの居場所、遊び場など気軽に立ち寄れる交流空間、く つろげる

雰囲気づくりに対する要望が多く寄せられている。 

これを受け、まずはロビーワークを中心に、負担感よりも楽しみながら取り組めるよ

う雰囲気にづくりに配慮し、〝大人版ちょボラの会〟を始動させる。 

まずは、本事業に携わる当人たちが楽しむことを第一に、公民館をもっと親しみや

すく、使いやすいものにするために活動していただく。「用がなくても来られる公民館」

づくりに寄与していただきながら、地域住民のみなさんが、公民館のあり方について、

「自分事」としてとらえる気運の醸成にもつなげていきたい。 

 

小櫃公民館定期利用サークル、有志 

 

課題解決学習推進事業 

今後決定。 

※第１回準備会は２月２９日に実施済み。第２回準備会を３月１２日に実施し、 

新年度スケジュール等を調整する予定。 

小櫃公民館（ロビー、図書室等） 

 当事業に関心のある方 

 親しみやすい公民館づくりー公民館の空間を「快善」－ 

（ 「用がなくても来られる公民館」づくり） 

 



 

小櫃公民館 

 

 「おびつスマイルサロン“いーね”」を企画・運営するなかで、認知症

患者本人には「生活障害をもちながらどう生きていくか」という課題がある一方、介護

をする側の家族にとっては、認知症の人とともに「自分がどう生きていくか」について

考えることも、取り組むべき重要事項なのではないかと認識するに至った。介護保険

制度は本人支援が中心であるが、「地域における介護家族へのケア」についても取り

上げる必要性から本事業を企画し、取り組む。 

 

「おびつスマイルサロン“いーね”」の派生事業として、東部地域包括

支援センターおよび生活支援コーディネーターと連携し、介護者同士が情報を交換し

て、日ごろの思いを吐露できるような場を創出し、それによって介護する家族等にと

っての心のケアを図る事業とする（ピア・カウンセリング）。 

 

東部地域包括支援センター、生活支援コーディネーター、介護者ネ

ットきみつ、有志 

 

課題解決学習推進事業 

①５月３０日（木）１３：３０～１５：３０ 

②１１月下旬

小櫃公民館 

 当事業に関心のある方 

自治会回覧、君津市 H P 等広く周知するほか、ケアマネージャーや 

デイサービス、病院での掲示を通じて該当者へ直接周知を行う 

 

 



 

 

上総公民館 

 

（ １ ） 経緯 

  令和５ 年度～６ 年度の小櫃・ 上総地区公民館運営審議会の審議テーマに沿い、 こ

れまでに、 地域の現状や地域活性に資する事業や活動の検証、 また、 上総公民館の

あり 方に関するアンケート 調査を実施し 、 地域の方のニーズ、 公民館の役割などの

把握に努めてき た。  

  アンケート 調査の結果では、 期待する講座と し て、 普遍的なテーマである「 健康

学習」 がト ッ プと なっ たこ と を踏まえ、 モデル事業の実施について検討し た。  

 

（ ２ ） 目的 

健康において、食は生きていく う えでも 必要不可欠であるこ と 、また、「 医食同源」

と いう 言葉も あるよう に、 食は住み慣れた地域で元気でいきいき と 暮ら し ていく た

めに、 老若男女問わず全ての人の健康と 密接に関わっ ている。  

市高齢者支援課によると 、 上総地区は成人（ 高齢者） の高血圧の割合が高い。 一

方で、 減塩に慣れるなどの食育は、 成人（ 高齢者） だけではなく 、 子ども の頃から

の取り 組みが大切だと 言われている。  

また、 上総小学校によると 、 児童のおよそ５ ０ ～６ ０ ％が３ 世代同居と 言われて

いる。 家庭での調理を 担っ ている方はも ちろ んのこ と 、 同居世帯の全ての方が減塩

に慣れるこ と が必要であり 、 世代を越えた取り 組みが必要である。  

こ のこ と から 、全世代の方を対象にモデル事業「 みんなイ キイ キ！食の健康教室」

を実施し 、 小学生・ 中高生・ 成人（ 高齢者） の３ つの世代に、 食を通じ て健康を考

え、 実践する機会を 提供する。  

そのう ち、 成人（ 高齢者） 向け事業を評価対象と する。 生活習慣病の中でも 代表

的な病気の一つである高血圧の予防・ 改善のための食生活について学び、 実習する

こ と で、 健康意識の向上、 健康寿命を 延ばし 、 地域活性につなげたい。  

 

（ ３ ） 協力 ※交渉中 

 君津市福祉部高齢者支援課、 君津市健康こ ども 部健康づく り 課、 君津市学校給食共

同調理場、 君津市食生活改善協議会、 千葉県立君津青葉高等学校、 明治安田生命保

険相互会社 

 



 

（ １ ） 予算分類 課題解決学習推進事業 

（ ２ ） 期  日 ①【 評価対象事業】 成人（ 高齢者） 向け 

令和６ 年６ 月から ７ 月中（ ２ 回実施予定）  

        ②小学生向け 

令和６ 年７ 月から ８ 月中（ １ 回実施予定）  

        ③中高生向け 

令和７ 年２ 月中（ １ 回実施予定）  

            

（ ３ ） 会  場 上総公民館 会議室２ 及び調理室 

 

（ ４ ） 対  象 ①【 評価対象事業】 成人（ 高齢者） 向け「 高血圧改善で健康寿命延

伸 ～孫や子と 一緒に料理教室！～」  

１ ０ 組（ ２ ０ 名） 程度 

        ②小学生向け「 一人でも できる！カ ンタ ンおいし い料理！」  

１ ０ 名程度 

        ③中高生向け「 育ち盛り のあなたへ！ごちそう 健康ク ッ キング！」 

１ ０ 名程度 

 

（ ５ ） 内  容 

 ①【 評価対象事業】 成人（ 高齢者） 向け 

「 高血圧改善で健康寿命延伸 ～孫や子と 一緒に料理教室！～」  

  第１ 回 大人のみで、 座学にて高血圧に関する学習 

※「 ベジチェ ッ ク 」 を実施する。  

  第２ 回 孫や子と 一緒に、 おいし く て楽し い減塩調理実習 

 ②小学生向け「 一人でも でき る！カ ンタ ンおいし い料理！」  

  君津市学校給食共同調理場のレ シピ提供及び上総公民館利用団体「 く るり ク ッ キ

ング」 の協力により 、 小学生が一人でも 作れ、 高血圧を未然に防ぐ レシピの学習

や調理実習をする。  

 ③中高生向け「 育ち盛り のあなたへ！ごちそう 健康ク ッ キング！」  

  君津青葉高校と 連携し 、 農業系列で栽培し た作物を使用し たり 、 食品系列で学習

し た調理技術を使用し たり し て、高血圧を 未然に防ぐ レシピの学習や調理実習を

行う 。  


